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近世から近代における広島カキ船営業の地域的展開

I.はじめに

II.広島におけるカキ養殖業地域の諸相

田.大阪におげるカキ船の立地要因

IV.大阪におηるカキ船の展開

V.カキ船の機能変化に伴う立地変容

VI.おわりに

しはじ めに

広島カキの名を広め販路を拡張し，その消費拡大

に貢献したのはカキ船である。カキ船は川岸につな

いだ和船に座敷を設t九客にカキ料理を提供する一

種の水上料理l苫である。

カキ養殖者が広島からカキを輸送してきた船を，

販売にも使って船料理の情緒をかもす，という独特

の販売方法を考え出したのである。今日でいうとこ

ろの「産地直販J1)の先駆と言えよう。

その起源は元禄年間(1688-1703)にさかのぽ

る九広島の草涛村{現，広島市西区)のカキ養殖者

が，殻付きカキを俵に詰めカキ船に積み込み，天下

の台所・大阪へ直航し，船を橋につないで客の前で

tJキ打ちの笑演をして生カキを売ったのが始まりと

言われる九

明治末から大正にかけての最盛期には， 50-60隻

ものカキ船が広島から大阪に商売に来ていた(図

1)。広島のカキ船が大阪名物の一つに数えられてい

たほどであった。

広島カキは，恵まれた自然環境や多くの先人の努

片 上 広 子

カによって450年余の歴史')を誇り，今日では全国の

生産量の約 7割を占めるまでに発展した5)。

広島カキについては，これまでに多くの研究が蓄

積されている。なかでも新見吉治(1907) は草津村

のカキ仲間の組織や取締法についてペ羽原又吉

(1954) は江戸時代における広島湾養腐業の発展過

程について円草津村の小川家文書町などを手がかり

に，いずれも漁業経済史の見地から論じた。

大島裏ニ(1972)は水産養殖業という研究対象を，

文化人類学や生物地理学や経済地理学の立場など広

い視野から考察した。前述の漁業経済史の学者らは

発生の事情に重点を置いたが，大島はその養猶事業

が現在へどのように引き継がれているかに重点を置

き，将来の養殖をも見据えている九

その後，川上雅之 (1976a， 1976 b )が広島太田

川デルタ漁業史の中で，広島カキ養殖法の発達につ

いて論じた後，これに関連する事項としてカキ養殖

業者が考え出したカキ船をとりあげ，その起こりか

ら消滅に至った過程を古文書や川上自身の聞き取り

調査に基づいて述べている1%

土井作治(1978)は，運上銀を藩に納めることを

条件に，広島牡嬬仲間に大阪への輸送・販売の独占

権を与えたのは，広島藩の藩政改革によるものであっ

たことを明らかにし，広島牡螺株仲間と大阪市場の

関係を論述した川。

このように広島カキに関するわが国の諸研究にお

いては，養殖に最適な自然条件，養殖の歴史や養殖

方法，その社会経済的背景の把握など，主として生
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図l 大阪およびその他の地域におげる広島カキ船数の変遷

広島カキ出荷振興協議会 (1977)r広島カキjおよび三浦行雄(1993)r牡婿舟J<r大阪春秋J)により作成

産面に主眼が置かれてきたように思われる。

一方，養殖事業が軌道に乗り，生産性も向上した

カキの消費と流通については，看過されてきたと言

えるのではないだろうか。とりわけ，広島カキの普

及，消費拡大を推進してきたカキ船の歴史地理学的

見地からの研究例は極めて少ないのである。新見・

羽原・川上・土井のいずれもが，カキ船の大阪堀川

における営業地点を列挙したにすぎない。

その理由として，史・資料の制約もそのーっとし

てあげられる。運送手段の変化に対応しながらカキ

船による殻付きカキ出荷が次第に衰退し，汽船や汽

車使によるむき身カキ出荷にとって代わられたから

である。また戦後，大阪の大部分の堀川が埋め立て

られ，料理業を営むカキ船は立ち退きを余儀なくさ

れ，ほとんど姿を消してしまったからでもある。

そこで小稿では，近世から近代におけるカキ船の

販売活動を復元し，消費・流通商から広島カキを地

域的に捉えることを試みたい。近世において全国最

大の流通・消費都市であった大阪市場で販売するこ

とによって，広島におげる生産の基盤も確立された，

と筆者は考えるからである。

研究方法として，近世に関する文献については，

広島県の『芸藩適志112
)や，各村から提出された下調

べ帳同など既存の文献や絵図を手がかりに，また近代

以降では『広島県史JU】f新修広島市史j1刊各町村

郡史18)，17)，r大阪府史Jl8l， r大阪市史p町などからカ

キ紛に関する項目を取りあげた。筆者は，草津・江
ぽにほ企....量

設・仁保・丹那・坂地区などにおげる現地調査や，

広島市水産振興協会で養殖技術について聞き取り調

査を行った。さらに大阪・淀屋橋南東詰「かき広」

や広島・元安川平和大橋東詰「かなわjなど，現在

わずかに残るカキ船の変容を確認しようと試みた。

大正末から終戦までの20年間，瀬戸内航路を毎年

1回航海し，和歌山市京橋のたもとでカキ船を営業

していた矢野町(広島市安芸区)在住の古老より聞

き取り調査を行った。
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これらの資料を基にして，カキ船の販売場所の分

布を地図上にプロットする。この作業を通して，カ

キ船の立地要因，大阪市場における地域的差異，お

よびカキ船のもつ機能変化より見た立地の変容を明

らかにする。

II.広島におけるカキ養殖業地域の諸相

カキ船営業者らはカキを広島から大阪までどのよ

うにして輸送し，輸送にどのくらいの日数を要した

のだろうか。

文献20)には，殻付きカキを俵に詰め潮水を含ませて

からカキ船に積み込んだと記されている。船は300石

積みの木造船で，帆柱3本を建て， 6反帆を揚げ，

2T櫓っきの帆走型であった。冬の西風と潮流を利

用し，地乗り刊で広島から大阪まで3日の行穆であっ

た。

聞き取り調査でもほぽ同様の話が得られた。和歌

山までは早くでし 5日，昭和期には曳船でカキ船

を曳航した。 1隻の曳船で2隻のカキ船を曳船し，

曳航綱がからみついてあわや大事故ということもあっ

たという。航路は，初日は尾道(糸崎)に泊まり，

2日目は車内浦22)付近， 3日目は明石港手前(赤穂港・

飾磨港・高砂港)で，ここからが音戸の瀬戸となら

ぷ難所の播磨灘であり， 4日目は明石港より洲本港，
かいた

和歌山港着となる。カキは，矢野や海聞や大野のも

のをむき身にして，ピク， 1斗かごにいれて汽車で

送っていた。

さらに，冷蔵設備のないカキ船の中でも鮮度を保

ち，俵詰めによる長時間・遠距離輸送に耐えうるカ

キとは，どのようにして養殖され，今のカキと違い

があるのだろうか。

カキ養殖は一般的に，採苗(種をとる)→育成(活

かしており→身入り(大きくふとらせる)の段階

をとる。カキ船が出始めた近世における養殖は，ひ
たげ

ぴ立て法23)によるものである。ひぴ竹24)を干潟<rひ
ぽ

ぴ場」と呼ぶ)に立て，カキ種を採苗し，育成させ

る方法で，途中でカキをひびから打ち落とし，干潟

¥0) Itぽ た

<r活場」とか「カキ回」と呼ぶ)にまいて育成す

る。江戸初期から昭和初期まで約300年間もこの方法

が行われた25)。

この養殖法のカキは，満潮のときは海中に沈み，

干潮のときは水面に出るくらいの深さで 1日の半

分は空気にさらされていた。これを自然抑制といい，

潮の干満を利用して，カキを一定時間空気中にさら

し成長を抑制すると，カキに抵抗力がつき，小粒で

良質のものになる。カキは寒くないように殻をしっ

かり閉じ，これにエネルギーを使っているから大き

くならない。成長は遅いが今のものより長持ちし半

月くらいだったという 26)。

ひび竹で養殖したカキは二年カキで，殻が薄く身

入りも充分なものではなかった。カキ船の俵詰め輸

送に耐えるようにするには，殻の丈夫な大型カキに

仕上げる必要があった。
一 えんこう みお

と長官吋は，太田JlI支流の鰍111河口部沖合で湾

筋に当たり，潮通しのよい，やや深い岩盤体の海底

がある。これを身入り場に開発し，小型カキを移し

てふとらせた(図 2)。ここでじっくりとカキの育成

を待ち，三~四年の立派な大型カキに仕上げる方法

を完成させた。

『仁保村志jは次のように記している。「仁保の特

色は三年カキである。全国でカキを養殖する所多し

と雄ども本村の如き三年カキは其の例なし。大概養

ふこと三年にしてこれ出し国内及び大阪諸方に売る

こと甚だ広し，凡そカキを出すの地多しと量産も此の

地のもの最も名品とし洛摂(京阪)の人是を珍とす

るは其の土地の宜しきのみならず，又畜養法を得る

故なるべし2町。J大阪でもこの美味をたたえる記録が

ある29】。

仁保島に三年カキの養殖を可能にした地理的条件

は以下のように考えられている。

太田川支流の猿猿川と府中川が合流して南北に長

い入れ江を形成し，まさに天然の過と呼べるほど

であった。その内潟に位置する舗詰.芸詩.首警で

は，この111からカキの餌となる植物プランクトンを
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図2 江戸期の広島湾概観図

広島市(1955)r概観広島市史Jにより作成

育てる栄養のある水が流れ込むので，ひぴ立てによ

る養殖が行われた。カキ船用殻付きカキとしては猿

猿川尻のものが遠距離輸送に耐え，身入りも優秀で

あることが知られていたs九

しかし，猿猿川に沿う仁保島内潟の海面は狭陸で

あるうえに，ノリと一緒に養殖されていたため，そ

の発展には限界があった。

一方，草津沖は，前が聞け風や波の影響を受けや

すい地形であった。そこで，ひぴ竹を短くしたり，

風渡に耐える丈夫な男竹のひびを使うなど工夫をし

て採苗を行っていた。ところが草津村では，この大

量の一年カキをさらに育成するために必要な広くて

安全な身入り場がなかった刊。また大きな河川水の流

入がないので，カキの餌になる植物プランクトンを

増殖させる栄養塩(窒素・リンその他)を陸上から

補給できず，同時に塩分濃度の低下をもたらさな

い32)。そのため草津村では，ひび場の前に川砂を舟で

運ぴ，毎年客土を繰り返して活場を開発した。しか

し風や波が潮の影響を受げやすい地形のため，ひと

たび台風が来れば身入り場はもちろん，ひぴ場・活

場のカキまで流されてしまう被害にみまわれた。

そこで草津村では，仁保島の藻崎の干潟に活場や

身入り場を買い求めて，カキ仲間共同で畜養をした。

また草津村だけのカキで不足する時には，仁保島カ

キを仲間共同で買い入れては，カキ船の営業をして

いた。仕入先は仁保島と定められていた。さらに宮
むろはま

島の室演や，宮島瀬戸の中央にある鞍掛けの瀬の広

大な岩盤体に身入り場を確保するなど，その努力は

相当なものであった。

草津村においては身入り場の安定がないために，

仁保島からのカキ船が加わることを認めざるを得な

かったと推測できる。

III.大阪におけるカキ船の立地要因

カキ船による最大の販売先は大阪であると一般に

言われている。

広島カキが大阪に販路を開いたのは延宝年間

(1673-80)であったといわれるが，当時はまだわ

ずかに販売の糸口がつ〈られたにすぎなかった目、

広島の草津村でカキ養殖を行っていた小西屋五郎

八ら 5名のカキ師(カキ養殖業者をこのように呼ぶ)

たちがカキを船で内海沿岸の諸港へ売り歩いた，と

記録されている制、彼らは組合組織をつくり，生産か

ら販売まで一貫した運営の必要性を，草津村役人河
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国(松屋)仁右衛門に要望していた。

元禄元年(1688)には河面(松屋)仁右衛門の尽力

により，草津村のカキ養殖業者は，草津村を支配す
みよし

る三次藩から草津地先干潟海面の使用許可と大阪市

場でのカキ船営業の免許を受けた。

草津村でカキ養殖に従事する者が増加し，これに

入手がとられたため，草浄村の中心的産業であった

イワシ網漁は被害を被った。三次藩はイワシ網を保

護するために，カキ養殖業者・カキ船営業者に対し

大阪へのカキの移出を一時的に禁止した。しかし，

当時の三次落は財政の立て直しの最中にあった。

前述の河商(松屋)仁右衛門とその弟(三次藩の

医師)が三次藩に働きかけ，元禄2年(1689)にはカ

キ船を18隻に制限し，年間 1貫自の運上銀を藩に納

めることを条件に，大阪への輸送・販売の許可を得

ることができた。このとき組織されたのが，草津村

カキ株仲間35)という同業者組合である。

ここで特筆すべきことは，草津村のカキ船が宝永

5年(1708)に大阪町奉行からも，大阪での独占販売

の特権を与えられたことである。そのいきさつは次

のとおりである。宝永4年(1707)12月29日夜，大阪

で大火事があった。道援荷から出火し，品場ゃ宝町

一帯が火の手に包まれた。そのとき高麗橋のたもと

でカキ船を営業していた草津村の者が，高麗橋西詰

の幕府の高札を船に積み天満橋方面に乗り回して火

難から守った。その功績により，草津カキ船業者が

大阪での営業活動を保証されることとなったのであ

る拘}。この大阪での販売の権利は仲間株を最も有利な

ものにし，これが広島出身者によるカキ船営業独占

のきっかけになったという肝」

このように，大阪におげる販売活動の保証となる

カキ仲間株は，地元広島での生産の特権と，大阪で

の販売の特権とを合わせた特殊な権利であった38)。こ

のカキ株制度ができてからはカキ船営業が活発に行

われるようになった。

一方，仁保島村の養殖は前章で述べたように草津

村と独立して発達した。大阪への販出も，すでに正

徳年間(1711~16) には仁保島でも行っていたと記録

されている剖】。

ただし，仁保島ではまだ株仲間は形成されていな

い。仁保島のカキ仲間成立は，草津村よりもはるか

に後年の寛保3年(1743)である。そこで，草津カキ

仲間株を古株，仁保島カキ仲間株を新株と称した。

この新株の成立には相当こみいった事情があったこ

とは注意すべきことで，以下のとおりである。

草津村は延宝6年(1678)から享保5年(1720)ま

で三次藩(支藩)の領域であった。仁保島村は本藩

支配であった関係から，また草津村でカキが不足し

たときは仁保島のカキを買い入れてカキ船を営業し

ていたこともあり，草津村は仁保島村に対して特権

を強く主張できなかった。草津村は，仁保島村が草

津カキ船の名目でカキ船営業を行っていたことを黙

認していた刷。

かくして，仁保島村は草津村の特権を背景にしな

がら，自分たちがまだカキ株制を形成していないの

を利用しつつ，無制限に大阪へ販出した。寛保年間

(1741~44) になると仁保島村カキ船は，初め 3 人乗

り7隻が， 4人乗り 14隻となり，次第に草津村カキ

株仲間の営業を脅かすようになった。遂には草津村

から藩に仁保島のカキ船増加の差留めが要望された。

結局，寛保3年 (1743) 1隻(1株)につき 3人

乗りのカキ船を，草津村は21隻，仁保島村は14隻と

し，両村とも株仲間制による共通の取り決めに従う

ことで落着した。これら35株が大阪でのカキ販売を

独占した。

株制がなくなる明治以前まで，カキの大阪への移

出は，草津村カキ株仲間と仁保島カキ株仲間の独占

事業であった。

近世の大阪は，市内を縦横に掘り結んだ多くの堀

川と，いたるところに架けられた橋によって特色づ

げられる(図 3)。堀川が陸路の往来を妨げることは

なく，人や物資の遼搬はこの川や堀割によるところ

が大きかった。橋梁の両詰は船着場や荷あげ場とし

て好適で，カキ船へもそのような石段を降りて行っ
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た叫}。

カキ船の数，カキの販売数量およびその価格はカ

キ仲間法で定められていた。カキ船営業にとって船

をどこの橋詰に置くかが最も重要な問題となり，形

式的に自由であったが，業者の間では協定されてお

り変更は許きれなかった。そこで，草津村と仁保島

のカキ仲間によって選ばれた35か所を地図42)上にプ

ロットした結果，以下のような分布の特性と立地要

因が考えられる(図 4)。

草津カキ船と仁保島カキ船は，大}I1(淀川)・曽根

崎川・堂島川・土佐堀川・江戸堀川・京町堀川・立

完癌川・長堀川・堀江川・這績動11・東横堀川・西

横堀川・天満堀川の計13の源川に分布している。こ

れらの堀川は，船場・島之内・西船場・天満・堀江

など大阪の中心部を取り囲むように流れ，同地域内

における集客をねらったものと恩われる。株仲間に

属さない無株者らは，大阪に近接する尼崎・堺・住

吉などヘカキ船を出した明。

大阪の中心で薬問屋など各種問屋街を形成する船

場は碁盤目型に町割がなされ，カキ船は，この船場

を縦断・横断する道路に通じる橋を営業場所に設定

したことが指摘できる。

前述のように船のつなぎ場所は業者間で協定され

ていて変更は許されなかった。また，一橋詰につき

1隻と決まっているため，いくつかの堀川を除き，

どの堀川にも比較的分散して据え付けられていた。

カキ紛の分布が見られないのは，阿波鹿堀川・海

部堀川・薩摩堀川の三つである。ここには蔵米をは

じめ阿波の藍や薩摩の砂糖を荷受けする問屋が集積

していた州。阿波座堀川から分かれた護摩堀川の第一

橋に鳴門橋という名がつげられていることから，阿

波藩と薩摩藩のつながりがうかがい知れる。また西

長堀川(長堀川の四つ橋以西をいう)にもカキ船の
かつお

分布が見られない。鰹座橋という名の橋が架けら

れ，土佐藩蔵屋敷が二つも置かれていることから，

同藩から積み出された産物の荷受け仰が多かったと考

えられる。

以上のことから察するに，広島カキ船が大阪のど

の堀川においても立地を認められていたとはいうも

のの，上記の堀川での立地は制限されていたのでは

ないだろうか。

しかしながら，上で指摘した三つの堀割で固まれ

た地域は弱rとよばれ，靭海産物市場が開設されてい
ほしか

た。市場周辺には，塩干魚・昆布・鰹節・干鰯など

を取り扱う問屋が集積していた。とりわけ新靭町・

新天満町・海部堀川町のいわゆる三町問屋はその代

表例で，近郊農村の主要な肥料となった干鰯などの

魚胞が集められ，全国最大の干鰯肥料市場であった州

広島カキ船がこの靭地域に注目しないわけはないと，

筆者は推察する。地図におとしてみると，靭地域と

カキ船立地地点とは，道筋で結ぼれることが看取で

きることから，カキ船営業者は直進すれば靭地域へ

通じることが可能になる橋詰を選んでカキ船を立地

させたと思われる。

草津カキ船の販売場所は，大阪のカキ問屋(銀主)

の位置とほぽ一致している。このことから，カキ船

を営業するカキ屋とカキ問屋とのつながりが深かっ

たと判断できる(表1)。カキ問屋の多くは，カキ仲

間に資金を前貸した。羽原又吉によれば，カキの養

殖およびその大阪積み出しには相当の資金が必要で

あり，多くのカキ震は，大阪の船宿やカキ問屋など

から仕入銀として資金を前借し，その返済には販売

代銀をあてる方法をとっていた<7)。大阪の特定問屋と

カキ仲間との関係はながく続けられ，カキ仲間は先

ずその問屋に積み出したカキを卸すとともに，カキ

船そのものを大阪諸川の橋際につないでいた柑}。

カキ問屋以外の一般商業資本として，米穀商や呉

服商らの中に剰余金を融資した者もある。その例と

して，大阪衣服商の阿波屋庄兵衛，仁保島本浦の古

手物商人の半兵衛や丹綿商人の五兵衛の名前が記録

されている49)。

大阪は，開業者町・神社仏閣・芝居小屡・遊所・

名所旧跡など町人の町にふさわしい都市景観を備え

ており，乙れらの配置もカキ船の立地要因と言えよ
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表 l 大阪カキ問屋(銀主)一覧表

年次|地名|問屋名

享和 3年(1803)

文化元年(1804)I本町浪花橋

(内野町)

船宿主

文化10年(1813)

平野橋

久宝寺橋

長堀

文化13年(1816)I阿波町

文政12年(1829)I道修町

京屋忠八

阿賀屋善右衛門

米屋吉兵衛(吉右衛門)

岡野屋伴五郎

辰巳屋仁右衛門

米屋吉右衛門

京屋忠、兵衛

辰巳屋

なだや

秋田屋

山家屋

両替屋

大津屋

灘屋太郎兵衛

山口屋半兵衛

木屋長兵衛

播磨屋嘉兵衛

加嶋屋伊助

高橋莱

天保3年(1832)I西横堀筋違橋

天保14年(1843)I常安橋 秋田屋宗右衛門

秋田屋宗右衛門弘化元年(1844)I常安橋

嘉永 7年(1854)I樽屋橋

羽原又吉(1954):旧幕時代におげる芸湾養嘱業の発展過程，

う。以下にその事例をあげる。

西横堀川の新町橋，曽根崎川の桜橋・緑橋は，新

町をはじめ曽根崎新地，堂島新地などの遊所地へ通

じる橋である。同様に，古くからの遊び場として栄

えてきた道頓堀川沿いには芝居小屋が並び，大衆芸

能が盛んであった。この町に娯楽を求めて集まる客

を見込んで，道頓堀川の相合橋や太左衛門橋にカキ

船が立地したと思われる。

高麗橋は，上町と下町の境界をなし，西詰は人の

往来が多く高札場があり，東詰は大阪から諸国への

距離を定める起点になっていた。草津カキ船発祥の

地でもあり，東西両橋詰で営業を行っていた。
にヲIfん6まし

日本橋にも同様に人通りが多く高札場が置かれて

いた。とりわげ堺・紀州街道へ直結する重要性をも

ち，このため日本橋筋は，旅館が並ぶ宿場町であっ

た。また船旅の拠点でもあり，京への三十石船や琴

『日本漁業経済史』により作成

平詣りの金毘羅船が北詰から発着し，船宿もあった。

さらに近世末，南詰で鮮魚の市が聞かれ，買い物客

で賑わった50)。

以上，カキ船の分布の特性からその立地要因をい

くつかあげた。いずれにせよカキ船が大阪の商人た

ちに接待や商談の場や，船上で川遊びを楽しみなが

ら食事をする場を提供したであろうと想像できる。

聞き取りによれば，人気の高い料理は土手鍋51).酢

ガキ・カキ飯などで，名産の広島菜のつけものが添

えられ，これが好評だったという。

IV.大阪におけるカキ船の展開

前章で述べたように，大阪の堀川におげるカキ船

の営業場所は，業者間で協定されている。しかし実

際のところ大阪で販売活動をするのに，仁保島カキ

船は草津カキ船ほど有利な場所を与えられなかった

-66 -



表 2 草津カキ船営業場所の変遷

覧保3年(1743) 明治42年(1909) 大正5年(1916) 昭和3年(1928)

大川(淀川) 難波橋 南 難波橋 南 難波橋 南 難波橋 南
天満橋

曽根崎川 桜橋 ~t 桜橋 ~t 
堂島川 北区老松町北
土佐堀川 常安橋 南 常安橋 南 常安橋 南 常安橋 南

淀屋橋 南 淀屋橋 南 淀屋橋 南 淀屋橋 南
江戸堀川 大斎橋 ~t 
京町堀川
立売堀川 宍喰屋橋 南 宍喰屋橋 南 宍喰屋橋 南 宍喰屋橋 南
長堀川 心斎橋 ~t 心斎橋 ~t 心斎橋 ~t 
堀江川 高台橋 ~t 高台橋 ~t 
道頓堀川 太左衛門橋北 太左衛門橋南

中目合橋 ~t 相合橋 町南南 相合橋 南 相合橋 南
九郎右衛門 九郎右衛門町南 九郎右衛門町南

梅田入堀川
東横堀川 思案橋 西

農人橋 西
久宝寺橋 西 久宝寺橋
平野橋 西
平野橋 東
高麗橋 西 高麗橋
高麗橋 東 高麗橋

本町橋
西横堀川 京町橋

筋違橋 西
信濃橋 西
新町橋 西 新町橋

天満堀川 樽屋橋 西
百間堀川

計 21か所 14か所

と推測される。仁保島は新株であり，後から株仲間

に参入したからという理由がまず考えられる。また

カキ船数も草津村より少なしそのうえ大阪への船

出を草津村より 3日遅らせるという決まりまであっ

た。

このように，仁保島カキ船は草津カキ船に比べて，

株数すなわち販売上での特権が少ないことは明白で

ある。草津村の優位に対する仁保島の反発が当然あっ

たと思われる。株制が成立したころは，持株者と無

株者の対立であったのが，次第に草津古株と仁保島

新株との対立の様相を呈し，両者は大阪で異なった

営業活動を展開した。

草津カキ船の営業場所は，近世から近代にいたま

るで大きな変化は見られない(表2)。つまり草津古

大黒橋 南
日本橋 ~t 

西 久宝寺橋 西

西 高麗橋 西
東 高麗橋 東
東 本町橋 東

京町橋 東 京町橋 東

西 新町橋 西 新町橋 西

16か所 Ll坦塑-

株は，計画生産と販売統制により株仲間の共同性を

強〈維持し，競争防止と利益保護をめざす，いわば

「相互規制型」であると言える。

ここで考察を要することは，カキ仲間制が明治4

年(1871)から 5年 (1875)にかけて消滅したにもか

かわらず，草津カキ船の大阪での営業場所が引き継

がれている点である。羽原又吉の論によれば， -.!3. 

カキ株制度は崩壊したものの，明治10年(1877)前後

にはまた取り入れられ後代にまで存続し，今日の漁

業組合団体の実質的前身をなしているという問。実際

のところ，草津村から新たに大阪行きのカキ船 1隻

を増加するごとに，従来の草津村カキ株仲間へ仲間

入料として180円を出すことになっていた。このこと

から見ても，古い制度が明治以降も根強く残されて
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表 3 仁保島カキ般営業場所の変遷

寛保3年(1743) 明治 2年(1869) 明治14年(1881) 明治26年(1893)大正6年(1917)

大川(淀川1) 天神橋 北 天神橋 北 天神橋 北

曽根崎川 緑橋 1七

堂島川 大江橋 北 大江橋 ~t 大江橋 北 大江橋 ~t 

土佐堀J1! 栴壇木橋 南

江戸堀川

京町堀川 難波橋 南

立売堀川 大国橋 北 大国橋 ~t 大国橋 北

長堀川 中橋 ~t 中橋 北 中橋 ~t 中橋 ~t 

板屋橋 南 板屋橋 南 板屋橋 南 板屋橋 南

堀江川 高台橋 ~t 

道頓堀川 日本橋 南

長堀橋 南 長堀橋 南 長堀橋 南

賑江橋 ~t 娠江橋 ~t 賑江橋 ~t 

梅田入堀川 商会橋 北 商会橋 北 商会橋 ~t 

東横堀川 備後浜 備後浜 備後浜 備後浜

瓦屋橋 西 瓦屋橋 西 瓦屋橋 西 瓦屋橋 西

道修町浜

本町橋 西 本町橋 西 本町橋 西

西横沼川 西国橋 東 西国橋 東 西国橋 東 西国橋 東

御池橋 西 御池橋 西

天満堀川 大平橋 東

百間堀川 靭上ノ橋 ~t 靭上ノ橋 ~t 靭上ノ橋 ゴヒ
雑喉場橋 西 雑喉場橋 西 雑喉場橋 西

計 14か所 8か所(休商6) 14か所 14か所 7か所(向洋)
」

川上雅之(1976)r広島太田川デルタの漁業史』により作成

いたことが実証される臼}。

一方，仁保島カキ船の場合は，江戸期とは違った

新規営業場所に移っている(表 3)。つまり仁保島新

株は，株の上での特権が少ない反面，生産・販売と

も規制が緩やかで新たな販路を求めた，いわば「自

由開拓型」と言えよう。その典型的な事例を次にあ

げる。

阿波座堀川の松栄橋南詰で，仁保島丹那の中屋伊

兵衛が小屋をつくり，紀州和歌浦産カキ刊と偽って営

業した。阿波座堀川では，新株・古株とも営業を行っ

ていないことは，前章に述べた通りで，その盲点と

なった場所を狙ったようである。

羽原又吉によれば，以下のような構図になってい

た。文化13年(1816)，中屋伊兵衛がひび場の免許を

得て養殖したカキを，和歌浦の太郎右衛門と結託し

て-H紀州に送った。紀州藩へはこの人を願主とし

て金2両を払い，大阪阿波町の木屋長兵衛(紀ノ国

震ともいい紀州出身)宛へ出荷し，名産紀州牡嘱の

商標で販売した，というものであった目、

このような密売の取り締まりや防止対抗策につい

ては，専ら草津村カキ株仲間の古文書があるのみで，

仁保島側には見あたらない5九このように仁保島では
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統制が緩やかであったため，仁保島の者が各地で密

売を始める契機となったようである。

草津村では，仲間以外の者にカキ養殖を許可した

事例がなく，本来のカキ株21人の共同性が強く継承

されていた。しかし仁保島では，上の事例のように

仲間以外の養殖を禁止してはいなかったようである。

明和4年(1767)の丹那村では村をあげて養殖を始め

た，という記録さえある町)。

このように，仁保島では生産量が増大したために，

大阪という活動領域枠から外れて，未開拓の地域に

も販出しなげればならなかった。その方策のーっと

思われる史料がある。文化10年(1813)仁保島の測崎・

本浦における養殖業者21人のうち，自家カキ船営業

をしているのはわずか5人であった日)。つまり残り16

人は大阪商人と連係を持ち，養殖した殻付きカキを

あわせ集めて出荷したと思われる。すなわち淵崎・

本滞では生産を主に，向洋は販売面へと，仁保島内

において徐々に地域的分業化を進めていたのではな

いかと考えられる。大阪でのカキ船営業は，もとも

と測崎，本浦・向洋の者が一緒に始めたのが，大正

期には向洋の業者のみで占められていることからも

察せられる。

一方，草津村の活場使用者に記された名は，カキ

船営業者であった59】。すなわち，草津村の場合は生産

者であると同時に，大阪での販売活動も行う商人で

もあった師、

文政13年(1830)，仁保島本滞の中古屋林蔵が京都

にカキを直送してカキ腐を聞いた。大阪商人岡田屋

嘉兵衛と広島紙屋町の錫屋久兵衛が，京都の武田敬

庵とともに京都直送と御所への上納を計画したのを，

いち早く実行したものである問。

カキ仲間では，すべての販売網を大阪に集中して

統制し，京都などへ直送しないという協定があった

ので，草津村側は，上述したような仁保島側の計画

を阻止し，京都市場をも草津村が独占しようとし

た問。

従来は殻付きカキを京都に送っていたが，草津村

は大阪で議き身にしたものをカゴに入れて送ること

に改定させた。これでは京都に着くまでに腐敗しや

すししかも 1株につきカゴ1盃と数量が限られて

いるので需要を充たすことができなかった回)。

羽原又吉はこの一件について，草津村カキ株仲間

の京都市場独占に対抗し，仁保島が大阪の岡田屋嘉

兵衛ら一派と通じて京都への密売を開始したと見て

v)る制)。

嘉永3年(1850)伏見商人茨木屋武兵衛が，カキ仲

間の大阪市場には支障がないことを条件に，新規営

業許可願を広島藩に出した。大阪と伏見の聞に中継

卸問屋を設け，これを中心に京都・伏見・郡山・大

津・草津・八幡・膳所・彦根などに特約腐を置き，

ここを通してその地方の小売底へとカキを送ること

を計画した65)。これに対してカキ仲間は，京都・伏見

はカキ仲間の商業圏であり値崩れを理由に反対し

た師、結局，武兵衛の申請は許可されなかったが，当

時の株仲間のおかれた状況がうかがい知れる。

カキ船の繁栄に刺激されてこれを真似る者が現わ

れ，次第に株仲間の営業独占権が弱められていった。

また広島湾内の草津村・仁保島以外のカキ養殖地域

からもカキ船の営業が起こり，瀬戸内に広く発展し

て行われることとなった問。

V.カキ船の機能変化に伴う立地変容

本章は主として聞き取り調査を基にして記述する

ものである。

筆者はカキ船営業が行われた時代を江戸期・明治

期・大正期・昭和初期・戦後の 5期に時代区分を行っ

た。そして各時代におけるカキの主な輸送手段を明

記した上で，カキ船の輸送機能と販売機能が変化す

るに伴い，カキ船の立地にどのような変容が見られ

たか，その経過を表4にまとめた。

カキ船というものは，広島から大阪へ冬季だけの

出稼ぎによる生カキ販売を行っていたものであった。

したがって，カキ船にはカキを広島から大阪まで海

上輸送するという機能と，大阪でカキを販売する機
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表 4 カキ般のもつ機能変化よりみた立地の変容

時区代分 (江草戸創期期) (台明頭治期期) (大最盛正期期) 昭(衰和退初期期) (品)
輸送 帆船 帆船 汽船 貨車 トラック

手段

輸送 殻付きカキ 殻付きカキ × × × 

機能 の輸送 の輸送

販売 生カキ販売と カキ船料理庖 水上料理庖 水上料理底 一般の料理屈

機能 カキ船料理底 (カキ料理) (冬:カキ

夏:川魚)

立地 カキ船と人の カキ船と人の カキ船の定着 カキ船と人の カキ船が陸に

変容|季節的移動 季節的移動 定着 上がる

注) x印は，般付きカキを海上運搬するというカキ船の輸送機能が不要になった

ことを表す。

能というこつの機能があった。しかし，汽船や貨車

など新しい運送手段の出現や社会環境の変化に伴い，

カキ船のもつ機能に変化が表れた。また，もともと

季節移動するものであったカキ船が，大阪の河川の

橋詰に年中定着するようになったり，さらには陰に

上がるようになるなど，カキ船の機能変化に対応し

てカキ船の立地にも変化が見られた。その変化の経

過は以下に述べるとおりである。

カキ船の草創期といえる江戸期において，カキ船

は秋の終わりごろ草津村や仁保島・矢野村などから

殻付きカキを積んで出港し，大阪や内海沿岸の諸港

で生カキを販売したり，船上でカキ料理を提供する

などして，翌年の 1~2 月には広島に帰港していた。

つまり，この期のカキ船営業には冬季だげの出稼ぎ

という傾向があり，カキ船そのものとカキ船業者の

両方とも広島と営業地との聞を季節移動していた。

明治以降，株制度が崩壊し自由に営業ができるよ

うになると，それまでの生カキ販売よりも，カキ船

の上での料理業が主体となり，販売機能に変化が表

れ始めた。カキ船の台頭期と言えよう。本来は輸送

局であるカキ船を料理営業にも使うため，殻付きカ

キとー絡に屋形や畳・ふすま・炊事道具などを積み

込んだカキ船が瀬戸内海を航行するようになった。

カキ船の立地には変わりなし草創期と同様，カキ

船と業者は季節的移動をした。

明治末期から大正期になると，カキの輸送は帆船

のカキ船から汽船にとって代わられた。大阪汽船ゃ
う Uな

尼崎汽船で宇品港から毎日発送された。すなわち，

殻付きカキを海上運搬するというカキ船の輸送機能

は不要なものとなり，販売機能だげが残った。当然，

カキ船の立地にも顕著な変化があった。カキ船は営

業地に一年中定着し，冬にはカキ料理を提供販売す

る水上料理唐になった。これに応じて，カキ船は組

立て式に改良された。冬の営業が終わると，障子や

すべての器材は，折りたたんで船の中に固定された。
かさ

嵩が低くなったカキ船は橋の下に入れられた。業者

の方は広島に帰省し，晩秋には来阪して再ぴカキ船

を組み立てて営業を行うという方式をとるようになっ

た。図 1でもわかるように大正10年代には，第一次

世界大戦(1914~18)後の好況という社会情勢に支え

られてカキ船最盛期を迎えた。

昭和の初めになると，業者もその営業地に定住す

るようになった。カキの輸送手段に貨車が使われ，

それまでのような殻付きカキではなしむき身にし

たカキが迅速かつ確実に大阪の目的地のカキ船まで

届げられるようになったからである。聞き取りによ

れば，夕方に広島を出ると翌早朝には和歌山に到着

したという。このように業者は，冬にはカキだげを
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広島から貨車で取り寄せ，夏はカキの代わりにウナ

ギなどの川魚を出して，年中カキ船を経営するよう

になった。カキの輸送手段が貨車中心となり，カキ

船のみならず業者も定着し，営業形態をも変化させ

ていったのである。

道頓堀川には，船底にも部屋を設けた二階建ての

動かないカキ船が現われたり師、カキ船の屋形部分を

陸上のカキ料理屋として利用した業者もあった伺}。し

かし一年中船をつないでいると，季節感や珍しさが

なくなり，次第にすたれていく船も多かったという。

カキ船の衰退期である。

この後のわが国は太平洋戦争への道を歩み出して

おり，昭和17年(1942)には戦時物資統制令がしかれ

た。カキ船の大半が廃業となり，その数は激減の一

途をたどった。戦後， トラック輸送の発達に伴い船

便の必要がなくなった。 111舟の需要が衰退し，川の

使命が消えるとともに，各河川が汚染されてきたた

め，大阪のほとんどの河川が埋め立てられた。立ち

退きを余儀なくされたカキ船は，陸に上がり一般の

料理底に変わってしまい，次第に姿を消していった。

VI.おわりに

カキの輸送方法が，帆船や汽船の海上輸送から貨

車やトラックの陸上輸送に変わり，また川の埋め立

てや改修のため，陸に上がらなげればならなかった

カキ船は，料理底などに業態を変化させて，各地で

今なお活臆している。その事例として吉兆(大阪・

高麗橋)，かき峰(大阪・池田)，かき十(神戸)，か

き惣(和歌山)，旅館くらしき(倉敷).半兵衛庭園

(広島市南区本滞)などがあげられる。

また，広島湾内の干潟の大部分が埋め立てられ，

どうしても沖合へ出なければならず，現在の筏式垂

下法へと改良させてきた養殖生産者の努力も明記し

ておきたい。

カキ船全盛期の大正末期ごろ，竹ひびを干潟に立

てて養殖した三年カキと同じくらい良質のものを，

もっと早くふとらせ増産することが県の産業振興の

大きな課題であった。竹ひびの厚さや高さを変える

などいろいろな方法がとられたが良い結果は得られ

なかった。しかし.r軍艦には大きなカキがつく。そ

のままだとスピードは落ちるし燃料はかさむし，削

り落として塗り替えるが，一年もするとまた大きな

カキをつける。停泊中より航海中の方が，そして水

面すれすれの所でより大きなカキがつく。Jという呉

の海軍工廠でカキ退治の船底塗料の研究をしている

ー青年の話がヒントとなり.r竹ひびを筏に組んで船

で引き回したり，潮流の速い所に浮かべて置く。」と

いう筏式に改良されたということは興味深い。

カキの生産・流通・消費を通した，広島・大阪と

いうこつの地域における近代以降から現在に至るま

での変容については今後の課題としたい。

(広島大・研)

[付記]

本稿をまとめるにあたり，関西大学柿本典昭先生，

広島大学北川建次先生の御指導をいただいた。要旨

については第38回(平成 7年度)歴史地理学会大会

(於:駒津大学)において発表を行った。
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